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観点か ら,報 告す るものであ る。
2飛 騨屋の4代
ますゆき おとな
飛騨屋 の初代,久 兵衛倍行は延宝2年(1674)飛州益 田郡下 呂郷 湯之 島村に}ll生注1。家は長百姓
ます とさ
であ った。元禄9年(1696)23歳の折,弟 藤助 倍時 とともに江戸へ 出る。5年 間逗留。 この間木材
す はら
の消費流通の状況を調査 し,紀伊国出身の木材商栖原剰兵衛 と知る。元禄is年(1700)南部領大畑




に関与 してゆ く。二代倍正(元 禄11・1698年一 一寛保2・1742年)の時代 ,営 業 を拡大 し,大 坂 ・
ますやナ
京都 に も出店 する。 三代倍安(元 文2・1737年一 一天 明1・1781年)は7歳 の折:父に死なれ て,後
見人 を定 めて家業 を継承 し,の ち山林伐採 請負の他,「場所」注2下請負 に も進 出す る。 ところが大畑
店の支配役嘉右衛門が横領事件をおこし,さらに松前藩の勘定奉行湊源左衛門 らと結んで飛騨屋の事
業を うばい とろ うと した。松前藩か らの圧 迫 もあ って,飛 騨犀 はついに明和6年(1769)伐採業 を
廃 止せ さるをえな くな る。 だが松前藩 は多額の借金 を飛騨屋 にな してお り,安 永2年(1773)そ の





してゆ く。福山店が本店化か。安永8年(1779)嘉右衛門はふたたび飛騨屋の請負場所 をrば いと
らんとし,翌9年(1780)ついに借家は弟久次郎 と連署で嘉:右衛門を幕府に公訴する。翌天明1年
(1781)秋,嘉右衛門は死罪,勘 定奉行渡瀬左衛門は重追放,江 戸留守居役尾貝兵七は押込,家 老蠣
ますさと
崎佐土 は重追放 との裁 決が下 る。 四代 益郷(明 和2・1765年 文政10・1827)は父の死に ともな
い16歳で後見者を立てて家を継 ぎ,請 負事業の拡大をはかってゆ くが,上 記訴訟事による松前藩 と
の 関係の悪化 に くわえて,主 に2つ の大 きな障害 にあい,つ いに寛政3年(1791)福 山 と大畑 の店
を閉鎖 して しまうこ とにな る。 その障害の第1は,ロ シア人 との接 触であ り,そ の第2は,寛 政1




られたのみであった。 しか し以後故障があいつぎ,損害が増大 し,上記寛政3年 ついに4代 にわた
る蝦夷地経営の事業に終止符をうつ。
上 に述 べた障害の第1に ついて は2つ の面 につい て語 る必 要があ る注3。それは,ロ シアの南下政
策の一環による千島列島南下の行動 と,よ うやくこれに気づきはじめた幕府中央の動 きである。飛騨
屋は本来であれば,松 前藩や幕府が対応 しなければならなかったロシアとの接触を,彼 らにさきがけ
て強い られ る役割 を負 わされた。 その上,ロ シア人 との密 貿易の嫌疑 す らかけ ら;れもす るので あ る
(今,そ の正 否 は問 題 と しな い)。 さて,ロ シ ア船 が は じめ て 日本 沿岸 にあ らわれ た のは 元 文4
(1739)年であ った。 これは ピ ョー1・ル大帝の遺訓 に基づ き編成 されたスパ ソペル グのH本 探検 隊で
あ る。彼 らに より千島列島の地理 がやや明確化 し,つ いで,コ サ ヅクのイワン ・チ ョ'ルヌ イの巡 視 に
よ りそのほ ぼ全容が知 られた とい う(明 和3-4年 ・1766-67)。のち徐 〉〉にロシア人が千島列 島を
南下 しは じめ る。今飛騨屋の時代 に焦点 を合 わせてみれば,三 代 儒家の時,安 永5年(1776)ロ シ
アの大船 がウル ップ島 に来て越年 した。 同7年(1778)ロシア人がウル ップ島 よ り霧多布場所 に来
て通商 を求 め る。翌8年(1779)厚岸場所 に ロシア人が来て,松 前藩士が これ を接 見 し,.通商 要求
を拒 否する。飛騨屋は これ らに よって ことごとく場所の経 営が不可能事 とな ってゆ く。
一方,明 和8年(1771)はん ぺん ごろ うすなわちベニ ョー フスキ イによ り日本 官憲 に対 し対 ロシ
ア警告状を残置するという事件が出来する注4。これ とさらにオランダ商館長からの報告 もあいまっ
て,幕 府 は ようや くロシアに対 して注意 を向 けてゆ く。天 明3年(1783)仙台藩 医の工藤兵助 は,




次の 目に とま り,天 明5年(1785)幕府は蝦夷地に1一」口鉄 五郎 以下の探検隊を派遣 す ることにな る。
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これには木多利明の弟子最上徳内も参加 した。か くて西蝦夷地(今口の北海道北部からカラフ ト南部)
は宗谷から樺太タラソ トマリ注5まで到達し,東蝦夷地(今 日の北海道東部から千島列島南部)は ウ
ルップ島に迄至った。これによって幕府は,松前藩を介さず直接的に蝦夷地の地理 と現状を把握 した
のである。 しかし幕府による蝦夷地経営の意欲は,田沼意次にかわって将軍輔佐 となった松平定信に
よって頓挫 させ られ る。定信 はむ しろ海防 に意 をそそい だの であ る。 か くて,幕 府は 寛政11年




現在の武川家文書は上記の倍行 ・僧正 ・借家 ・益郷 にかかわる資料群 と下呂武川家の文書,さ らに
益郷 の姉で京都の徳大寺家 に仕えた延子(明 和1一 文政11・1764-1822)が持ち帰 った書簡 ・和歌類
か らなっている注6。筆者は前者北方関係文書中から,次 の13点を閲覧 した。「目録」 での掲載 名に従
って列挙する。
1.羅 斯国女帝エカテリナア レキセウナ肖像(原 本)1巻 年月 日未詳
2.ラ ックスマンら四人の 肖像(原 本)1巻 年 月 日未詳
3.書 翰(ロ シア語)(原本)カ ピタンモウル1巻 文化8年7月
4.ヲ ロシイや国道具ノ図(写)1冊 年月 日未詳
5.北 洋略絵図(写)着 色1枚27×39.5cm
6.(ロシア国絵図)(写)着 色1枚48×67cm
7.(日本蝦夷地接壌図力)(写)着 色 計3枚 うち2枚27.5x40.4cm他28×40cm
8,(東シベ リア地方図)(写)着 色1枚40.8×56cm
9.(ロシア国絵図)(写)着 色1枚47×61.7cm
10.北信記聞 壱 ・弐 ・参(武 川益郷)(原 本)3冊 壱 は年月 日未詳,弐 上 は 自安永7年8
月至寛政4年,参 は文化4年




上記5～9は 地図であるが,近 代 になって表装され一綴の地図帳小幅に含 まれている。 さらに同大帳
もあるがいまは触れない。
筆者は この うち3の モウルの書翰 を後 に問題 とするが,他 の資料 について も手許 のノー トに従 っ
てここで若干メモふ うに書誌や気づいた点 を述べてお きたい。
1は軸装0料 紙の大 きさ40×27.5cm。黒のバ ックにエカテリーナ 皿世 の上半 身を描 く。赤 ・灰 ・
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黄緑 ・青 ・茶 な どの淡色で彩 る。料紙は,薄 手の和紙。絵 を白紙 に一旦は りつけ た上で表装 してあ
る。 肖像右側 に朱で 〈那羅斯 国女帝〉[原文 タテ書 き。以下同 じ。],左側 に同 じ く朱で くエカテ リナ
ア レキせウナ 肖虞〉 とある。バ ックの黒地の上 に書かれているので読みに くい。 さらに肖像右下隅に
墨 で 〈女帝 エ カテ リナ〉 とあ る。箱書 きの代わ りか便箋に次の文があ る。
ロシア






エカテ リーナ 肖像図の写 しであ り,『北磋聞賭』に附 さ;れた西春中の 「カレチソ 掛板 当今妊 エヵテリ
ナの劇 と同…の原図にさかのぼ る。本図はこの図に くらべてよほ どいきい きしている。おそ らく原図
から直接写 さ;れたであろう。イヤ リングや衣紋な どが明瞭に描かれている。
なお同図は,た とえば大阪の愛 日文庫所蔵 「神昌丸幸太夫を初魯西亜国江瓢流之記』の冊子中にも
含まれるが,特筆すべ きは市立函館図書館に蔵される古川古松軒写 「魯西亜女帝之 肖像」1幅であ
る。 この図は 「朝鮮 国 ヨリ赤間関渡海之図」 と合装 されて軸 に仕立て られているが,「肖像」 自体 の
大 きさは縦45.5cm横33cm。武川家の もの と比較 した とき全体が淡い色彩であるが,エ カテ リナ女
帝の顔 つ きは よ く似て お り,き わめて近い同図である。ただ し,武 川家のそれがバ ックは黒であ るの【
に対 し(r北嵯聞賭』附図 も同 じく黒),こ ち らは無地である。そ こには次の ような古松軒の識語が左






主 ノ図ノ写ナ リ。漂流セシバ十余人ナ レ把病死 シ十人 ヲロシヤニア リシニ八人ハ彼ノ地二残 リ止
り光太夫磯套か妻子アル故二帰国ヲナゲキテカヘ リシモノナリ。今右ノ二人御手当一月二金三両
宛下サレ伊勢ヨリ妻子ヲヨビ下シ切支丹屋敷二住ス。是ハヲロシヤ国ノ商船 日本渡海ノ御免ア リ
シ故二長サキへ着舩 スレハ通辞ノ役ニサ シツカワサル御用意 ナ リ ト云。ヲロシヤー一件光太夫物語
多 シ。髪三略 ス。此時ノ御執政ハ白川候也。」(左)
なお本図成立の時 と場所 は不 明である。古川古松軒は享保11年(1726)に生 まれ,文 化4年(1807)
に残 した。






料紙 の大 きさは69x54cm。帽子をかぶった青服の男,無 帽の緑服 の男,帽 子 をかぶ った黒服の男,
帽子を右手にもった赤服の小男が彩色で描か;れる。頭部右 うしろ部分に朱筆でそれぞれ くアタムキ リ
ロウエツ ラー クスマソ〉[第10字ウ,第14字ヨにみせげちで上記 に直 してあ り],〈ワシ レイビヨ トロ
ウエ ッロブジヤウフ〉,〈エコルイ ワノウエ ツ トロルー コフ〉,最後 はこれのみ2行 で く南部宮古村 水
主久助男」 イワンヒ リホウエ ツ タラホシニ コプ〉 とある。料紙 はやや厚手 の和紙4枚 を1紙 に仕 立
てた もので,右 端におそ らく落款 があったのを切 りとった らし く貼紙 してある。絵 として構図がお も
しろいが,足の配置の具合から第2の 人物が宙に浮いているようにみえる。天理図書館に蔵される
光太夫 とラクスマソ らのネムロ滞在図に比較 してみる とき,本 図の方がロシア人はロシア人 ら しく描
かれている。 さ らにワシレイ とエ コルは,両 図で顔の向 きが同 じくかつ面 ざ しが似てい る。 ただ し髪
の色は天理所蔵図が黒に近 く本図の赤茶 とことなる。
4は墨付16枚半(表 紙を除 く)の 仮綴 じ本。大 きさ25x17.5cm。表紙裏右上にたてに くfδMha
兆HMε〉 と墨書きされ,右 脇 に朱で くヨミハジメ〉 とかなをふ る。〈読み始め〉か。 内容はロシアの
器物 等の図録 とい うべ きもの。図はすべて墨一色で描かれ る。以下列挙す る:① ロシア舶 図。 見開
き。②ペソの図 と数字(1～2000000),さらにペ ソを もった人物 図。後者は古河の鷹見泉石の書物中
に存す る図に似 ている注7。③ 〈八口メヤ トロ之[以上朱]図〉。すなわち温度計の図。 図の脇等に く寒
暖 ヲ分ル器也。寒気強キ」 トキハ水金ノホ リ,暖 トキハ下 ル。」尺寸分ニテ見也。〉[句読点は筆 者。
以下同 じ],〈是ハ ビイ トロ也。長キ時又三尺程モ有 り。〉,〈尺 ノ数 ヲ記ス。〉,〈指ノ 月大サ本邦ノ分ホ
ト。〉,〈何厘何毛 ヲ記。〉,〈尺ノ 目細ナル方本邦ノー厘ホ ト。〉の説 明文 があ る。④ 天球 図。天球 の模
型の図。ややでたらめなロシア文字の書 き込みがあ る。〈CΦEPArlTO∬OMEEBA[sic]〉[プトレ
マイオスの天球図]で あろ うか。⑤同 じく天球図。文字は 〈cΦEPAK:onEPHHKOBA>[コペ ルニ
クスの天球図]の ように読める。⑥ メダル図か。〈金〉 とある。 内に右向 きの女王 が描かれ,レ ソタ
(綬)に や や で た らめ の ロ シ ア 文 字 が 書 か れ る 。 〈B・M・EKATEPHHA・II・IMn・ICAMO月・
BCEPOCCIHCI<AA>であろうか。初 めの くE・M>はいわゆるmintmarkでペテルブルクの造幣局
の記号,そ のあ とは く全 ロシアの専制君主 に して皇帝 エカテ リー ナ虹世〉の意。⑦同 じくメ ダル図
か。〈銀〉 とある。左 向 きの ローマ風の騎士豫が描かれる。 これ ら⑥⑦ は 『北磋聞賭』附図の金牌 お
よび銀牌 と同 じなのであろ うか。 こち らは ともに表面は女王の図,背 面は ピ ョー トル大帝の騎 馬像図
であ り・女王 は左向き・大帝は右 向きであ る。なお金 ・銀貨の場合 ,女 王は右 向きであ る。⑧酒杯を
手にベンチに坐 る男の図。⑨ ロシア人 の家屋:の平面図。⑭杖 をもつ男の図。⑪ 犬 をつれた男の後姿。
⑫ マン トを着て長いキセルを もつ男の図。⑬ キセルの図。〈ガンザ又 トロブカ ト云。〉[一部朱]と あ
り。⑭ペソ とインクつほの図。朱で くセ リニ リツア〉 とあ る。⑮ 〈バ タラソターン〉[朱〕の図。⑯
サーベルの図。⑰ コンパス と分度器の図。⑱秤の図。⑲ 〈石火矢仕掛之 図〉。⑳ 〈石火矢之図〉[朱]。
〈プウシカ〉 とあって・さ らに図の左に くヲ ロシや人プウシカ ト云 フ。」玉 目凡一貫 目,筒 ノ丈」 ケニ




年 六月ヲ1'七目 トカキ タルナ リ。舶 ヲ作 りタル年号 月 日。亦 「エ カテ リナ」ハ ヲロシヤノ王 ノ名 タ リ。〉
とあ り,さ らに別 に 〈一千七百 八十一年ハ 天明二㌔ 二当ル〉 とあ る。 これ らの 西暦 は正 しくは1791
(ママ〕
年であるが,と まれこの船はラクスマソ坐乗Qエ カテリナ皿世号である。⑳ 〈ヲロシア船」舶ヨリ見
タル図〉。⑳舵 ・ボー ト ・オールの 図。〈舟丈二間余 リ。」舶 ノ如 ク曲木」 ヲ以 作ル。」 レンボー ト」 卜
云 フ〉・〈舵 ・魯汽 卿 人ルー レ ト云 也〉,〈樟 ・ケ レへ」 卜云 フ〉 の注 があ る・⑳革舟 の図・〈:革舟・
木ニテ舟ノ形二骨組 ヲ」作 り縫ヒ合セタル牛之皮ヲ以テ」張ルナ リ。後二火ニテ焼キ縮」ムルナ リ。
故 二皮二鐵 タル ミナ」 ク,太 鞍 ノ如 クナル。舟 ノ長サ」七 間余 リ。パ イタラ ト云フ〉 とあ る。⑳ 花柄
・柁 の図。⑳ 〈破ノ図〉[朱]。〈長 サ五尺余。」 イカ リヲ」 ヤコー レテ ト云フ〉 とあ る。⑳ 国旗 及 び艦
旗の図。〈旗 印,地 白キ ヌ,中 筋 」 白ク緑ア サキ也 〉,又 く船印,地 赤鮨 」中筋 白縁」浅 黄也。」 艦 ノ
遺 り出シノ」柱江 カタル〉 とあ る。⑳砂時計 および 〈ラ一八〉の 図。後者 につ き く海上里数 ヲバ カル」
器也〉 とある。⑱ 印形 の図。〈ウエ リチ リ図〉 とあ りさ らに 〈金銀 ヲ以 ヲ 」 スルナ リ〉 と注 す る。
〔ママ)
実の ところ本書 『ヲロシイや国道具ノ図』の図 と同図を載せる書が刈谷図書館の村上文庫に存する。
も
墨付21枚の大本r魯 西亜』注8がそれである。たとえば上記⑧⑭⑫ ⑬⑯⑳⑳@⑳ ⑳⑳等と同 じ図をもち
(ただ し同順にあらず),比すれば 『魯斉亜』の図の方がより細密かつていねいに描かれている。 さら
に文章 を もつ。その冒頭は次の ようにあ る。
○魯斉亜開聞ヨリ寛政四年マテ千七百九十二年
寛政4年 はラクスマソ来航 ・光太夫帰国の年である。上で もr北嵯聞略』図巻中の図 と似ているこ
とを述 べたが,rヲ ロシや国道 具ノ図』 およびP魯 斉 亜』 もまた光 太夫 ・ラクス マソに結びつ く資料
であ り,そ れぞれ同一原本の抄本 なのだろ う。
5以下9迄 地図の類である。は じめ全体の印象を述べれば,こ れら写図はやや粗雑なで きではない
か と思われ る。 しか し,す ぐれた地 図のコ レクシ ョンであ るこ とには かわ りない。5と9は,現 在 ラ
イデン大学図書館に蔵せられる最上徳 内筆 とされる 「北海」 と同図であろう注9。ただ しライデン本
は北 アメ リカを緑,シ ベ リア を桃 色,中 国 ・日本を黄 色 に塗 り,海 は青であ り,さ らに本体 の左側 に
オホ ーーツ ク海沿海地方の図の張出 しがあ る。..この図は シーボル トによって ヨー ロ ッパ に もた らされた
図の1枚 で,筆 者の ノー トでは大 きさが54.5x72cm。9よりも縦 ・横 ともに10cmほ ど大 きい。5
も9も 一部のみ彩 色。5で は中国 を黄,日 本 をうすい朱,北 米の右 は しの島 々を朱で塗 り乳他 は 白。
9では中国を黄,日 本を朱でふちどる。 ともに主 としてロシア文字の表記 と若干の片 カナ表記を含
む。 ロシア文 字はつたないが,読 め る。 と りわけ次の よ うにカル トゥー シ ュ中の題字が別 々である こ
とは興 味ぶか く,両 者 ともに省略 した写 しであろ うが,こ れ を信ずれ ば,9が ライデンの 「北海」 と
同図 とみ られ,5は 近似 の別 図 とも考 え られ る。
5:POCCIHCKHMI4MOPErl∫IABATEJ班MH/H30BPおTEHIH/nPE夙CTAB∫1∬K)皿AA/
KAPTA[ロシア人航海看たちによる発見を示す地図]
9:k:APTA/[…… 】/1430BPもTEHL月/POCCIHCKHMHMOPEnJIABATE∫ 田MHノ[… … 】
AMEPHKH[ロ シア人航海著 たちに よるア メ リカの 【……におけ る】発 見を[… …】地 図]
この9は,船 越氏が1774年制作 と推定するロシア帝国学士院の地図の写 しであ り,この図はすなわ
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ち,『北嵯闇路』 に附図 として手書 きでつけ られた 「亜細亜亜墨利加対峙図」の原図である。原図は
い うまでもな くラクスマソがもたらした。6と8の 図については省略に従 う。7の 図の うち1枚 には
「目録」で もいうように 〈寛政七乙卯六月飛州於下呂 北浜一正書之〉 とある。 これ らの図 も彩色さ
れ,い ず;れも今 日の北海道 と南千島4島 が黄色に塗 られていて,地 名の表記は片 カナが主であるが,
〈HMΦOI4(sic)[日本]〉と くOCTE330[エ ゾ島]〉のみロシア文字 で大書す る。北海道の形が
近代的ゆえ,上 記 と考えあわせるとロシア製地図の写 しであろ うか。
10は益郷 の 自筆本3冊 で あ る。 大 きさ24.5xl6.5cm。『北 僑記 聞 壱』 の首 に次 の よ うにあ って,
この書名の所以 をとく。
此留書は北方の事を重 に記す故,北 信記聞 と題する所 な り。惣て四方の事 を書加置な り。 よって
標 目に泥べか らず。
3冊ともにきわめて興味深い書であるが,筆者は主として大黒屋光太夫 とロシア船渡来にっき葉を繰
った。それらについてもhの ニューーや資料 を書 きとめてい るが,文 化4年(1807)のロシア船
'
来航まで も書 きしる している点は注意 してよい。 この時,益 郷 が福山 ・南部の店 を閉 じて16年が経
過 してい る。
11は墨付10枚で大 きさ24×18cm。駄文 によ り寛政5年(1808)の成立で,内 容はラクスマ ソ渡
来の ごとごとである。12は省略する。13は墨付113枚。筆者は主 にラクスマン渡来の件につ きみてみ
たが,い くつかは 『北信記聞』の記事 と同 じであった。
以上筆者は武川文書中,主 にラクスマソ ・光太夫を中心 にすえて資料を渉猟 してみた。だが,こ こ
で気づ くことは,上 で も述 べたように,飛 騨屋が蝦夷地での事業を停止 して後 も,飛 騨屋には彼の地
での情報が集積され続けた という点である。4代90年に亘る事:業の残照であろうか。
4ム ール自筆 「書翰」
さて,こ こに筆者に とって重要な資料 が存在する。すなわち上記3の カピタン ・モ ウル筆の ロシ
ア文 「書翰」である。 いわゆるゴロヴニー ソ事件は文化8年(1811)に出来する～1…10。益郷が蝦夷か
ら撤退 して後20年後であ る。 どのようなルー トでムールの真筆を入手 したのであろ うか。 きわめて
興味ぶかい問題ではあるが,今 は資料その ものの検討を行なってみたい。
本資料は 「書翰」 と名づけ られているが,後 述するように内容はムールの手紙ではない。 しか しな
が ら武川家文書 内での命名を尊重 し本稿で も 「書翰」 と呼んでお く。「書翰」は… 目瞭然 ロシア人の
手にな り,以下に述べる諸点(後 述)か ら総合的 に判断 してゴロヴニーンとともに日本側に囲えられ
ていたロシア人のi人 ムールの直筆であろう。達筆 なそれは翻刻を要する。実の ところ,故 村山七
郎 氏がその翻刻 と研究を行なっており注U,それは優れてい るが,や や問題を含んでいるか ら,再 び
筆者において検討 したい。 まずその書誌につき述べねばな らな裕。村山氏 もその若干につ き言及 して





ような和紙の上に黒のペン書 きで上方3分 の2に6行 にわたってロシア文 が綴 られ る。下3分 の1
は余 白。 料紙を横長に見て,右 端下のうらに朱で 〈副士」モウル〉 とあ り,その脇に武川蔵書の朱印
が捺 されてある。この 「書翰」 には包紙 と称すべき洋紙1葉 がついていて,現 在の資料保存用封筒
に く(書翰 〈ロシア語)カ ピタンモ ウル筆)の 巻物 を'つつんで あ った もの〉 とあ る。 実物 は
33×20.5cm。この洋紙は いわ ゆ るプロ ・バ トリア紙 で,中 央 には柵 中に ライオソー いわゆ るダ ッチ
・ライオンー と矛をもった女神の透かし模様が配されている筈だが,三 日月形の矛先 と柵の戸,ま た
文字の 〈PRoPATRIA>がようや く認められるにす ぎない。従 ってオランダ製洋紙ではな くてロシア
製か (存疑)。 そ れ は と もか くこのwatermarkを基 準 に考 えれ ば,下 方裏 側 に,直 に墨 書 きで
〈KasteelBrood>の書 き込 み があ る。 村11】氏の言 うご と く<城 パ ソ〉の オ ラン ダ語 であ る注12。お
そらくはムールの 「書翰」がこの洋紙に包まれて武川氏の許に到着 したのであろうが,こ の洋紙が誰
の ものかはわか らない。プロ ・バ トリア紙は当時のロシアでもオランダでもきわめて多 く使用された
(今,三重県鈴鹿市の緑芳寺に残る光太夫寄進の 「箴言」 もプロ ・バ トリア紙に書かれている)X13。
なお武川氏の箱書きには く書翰ロシア語」カピタンモウル筆〉 とある。 これが資料名 として採用 され
たのであろう。
「書翰」のテクス トに移 る。村山七郎氏はテクス トの解読を試みた。ます この先学の説を引用 した
い。原文は後に示すように,旧 正字法によって綴 られているが,氏 の釈文は次のように新正字法に従
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「何 か書 くように と執拗 に[日 本人 ら]に 求め られた。 しか し何 を書いて よいかわか らない。考
えが全 く乱れている。四囲の状況か ら見て,ど うも我 々の立場はみ じめの ようだ。絶望 と,希 望
でた えず心がか きみだされる。彼 ら[日 本人]の 誰…人 としてこれを悟れない。我 々に罪がある
と しか彼 らは見倣 していないのだ。 ところで我 々は[日 本語 が出来 ないので彼 らに事態 を]説 明
することがで きないのだ。悲 しい。 とて も悲 しい。 しか しどう した らよいのか。
人間の運 命を左右する至高者は我 々のことを案 じて下 さる。神様 に頼 るばか りだ。 …………正
しい我 々の事業が我 々を慰めて くれる。 ロシア人に慈悲を垂れた もう神は我 々にも慈悲を垂;れた
もうのだ。主よ,御 名は とこ しえに祝福されてあれ。
艦長 ゴローヴ ィソ,大[尉]ム ール,舵 手フ レプ ニコフ,一 等水兵 シマノブ[シ モノフ],シ
カー エ フ,マ カー ロフ,ワ シ リエ フ とク リル人[ア イ ヌ人]ア レク セ イ が1811年7月11日 日本
人に捕え られた不幸 なロシア人である。彼 らの運命は悲 しい。 これ から最 も悲 しいRに 遭遇 する
か どうか,私 は知 らない。ムール」
ついで村山氏はこの文 につ き,気 づいた点 として次の5点 を列 挙する。
(1)句読点が落ちている場台が多い。大急 ぎで書いたためか。
(2)大文字,小 文字 を厳密 に使いわけ して いない。 た とえば原文5行 目(上 掲1.董5)の一等水兵
の名 ワシ リエフ は小文 字で 始 ま り,同6行 月(同 ⊥11.17一一18)のネ ズ ナー ユ(「私 は 知 らな い」)
は小文字の代りに大文字で始まる。
(3)軟H符が抜けている場合が少な くない。
(4)「ロシア人」 を表 わす言葉のCが1箇 であ るが,ゴ ロヴニンの 『日本幽 囚記』原文で も同 じ。
㈲ゴロヴニ ンの名がゴローヴィンと書かれている。[以下略]
(6>ムールの階級名はエ リと省略 されているが,こ れは レイテナγ ト(海軍大尉)の 略。実際には
ミチマソ(海 軍少尉)で あ った。[後略]
さらにこの文章の成立事情について,ゴロヴニソの 『幽囚記』中の次の箇所を理解に役立つものとし
て,引 用 す る(井 上 満訳,上 巻p.177以下。 ロ シア原文 はpp.94-95)。〈… …〉 と角 か っこは そ れ ぞ
れ村 山氏 による省略 と補いである。
「目木人たちは時 々刻 々,わ れわれに対 して優 しくな って行 った。 ……ムール君は ……非常 に立
派な絵を描いてやって……壁の縄を緩 めて貰ったが,そ の代 り入れ代 り,立 ち代 り,絵 を所 望さ
れることになった。 この仕事はムール君だけでは荷が重いので,フ レーブニコフ君 も手伝 ってや
り・私[ゴ ロヴニン]は 絵が描けないので,日 本人の扇子に何か彼か書いてやった。 日本人たち
は皆・是非 とも自分の扇子に何かロシヤ語で書いて貰いた くて堪 らず,本 人ば か りでな く,知 人
のためにも書いて くれ と言 って,あ とを引かないのであった。 ……間 もな く,日 本側ではムール
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飛騨武川家文書中のロシア関係資料一一とりわけムール自筆 「書翰」について
碧 とフ レーブニ コフ君の筆跡が大変綺麗で,私 を拙い と見破 ったので,引 っき りな しに両君の方
に殺到 し,私 には2人 の手がふさがっている時 に しか頼 まな くな った」
この 引用文中には く「プロシー リ」(頼んだ),「ベスプレスタンノ」(絶えず),「ネオ トス トゥプノ」
(執拗 に)と かの,こ の文書に見 られるの と同 じ単語が用 いられている〉 と指摘 し,村 山氏 は次の よ
うに 「書翰」について結論づけてい る。
ロシア人たちが暗澹たる前途を前に不安におののいていた有様がムールのこの文章によく表現さ
れてい る。 クナ シ リで捕 え られてか ら間 もな くの ころ,即 ち1811年7Aか8月に北海道のある
土地 で書かれた ものであろう。
引用 が長 くな ったが,,具体的な検討 を行ないたい。第1に,や は りこの文書の翻刻は旧正字法に
従って行な うべ きであろう。語末硬子音字 に 〈b>を付すか否かは ともか く,綴 りの上 での くe/七〉,
<H/i>の使いわけな どで語学的問題点を含むか らであ る。第2に,村 山氏はマイクロフィルムを拡大
して読んだために誤 った ものか,f:記釈文には若干の訂正が必要 である。 以下箇条書に述べ る。
①1.5〈06研cHHTb>は,原 本 で は く06bHcHHTcH>とCA動詞 で 書 か れ て い る。 た だ しこれ は 不定
形 〈06珊CHHTLCH>の意 で あ り,語 中 の 〈b>を省 略 した綴 りで あ る。(cf.上掲 村 山氏 の指 摘(3)。)
従って,村山氏は当該の語の意味を日本語訳で く旧 本語が出来ないので彼らに事:態を】説明する
ことがで きない〉 と説 明的 に述べているが,CA動詞であれば く釈 明す る,自 己の立場を弁明す
る〉の意であるか ら,い っそ う文意が明 らかである。
②1.5〈… …〉 は く 〉 に すべ き。 この 〈 〉 は ピ リオ ドと同 じ。 従 って,1.6か ら次 の 文 が
始 まる と考えて よい。
③1.7〈……〉は不要。〈Mo)KeTb>のくL>の文字の末筆が装 飾的に延びたのにすぎない。
④ 」.8〈ynoBaH鵬… …K>は<ynoB細ie[.10防 具Ii>と 読 む べ き。 す な わ ち前 者 点線 部 分 には
<oHb>とついで大文字 〈E>を消 した ものが書かれている。 よって,村 山訳文 く…正 しい我 々の
事業が〉は,〈彼[至 高者]と 正 しい我 々の事業が〉 となる。
⑤t.〈yTe田aeT>は正 しい綴 りで あ るが,原 本 で は くyTe叫aeTL>とく田〉 が くw>と 誤 って綴 ら
れて い る。
⑥'.10〈匹量M兄,rocuo照,〉は くH糊rocn叩 曲 〉 と読む べ き。 すな わ ち,コ ンマ は2箇 所 とも不 要一 一
であ り,第2の 語 の語末は 〈一班〉ではな く<誘 〉である。村 山氏は この部分を含む…文 を く主
よ,御 名 は と こ しえ に祝 福 さ;れて あれ。〉 と訳 して い る こ とか ら,〈rocno朋〉 を 〈rocno恥〉 の
呼格 ととって,コ ンマで独立させている。 しか し,こ れは誤 りである。 当該の語は 〈rOC"0八曲〉
と書かれてお り,こ の語は正 しくは くFoc皿o凪He>と語末は くも〉ではな く<e>で綴 られ るべ き
語 で あ り,〈rocno恥[主]〉 の所 有 形 容詞<rocno鵬HL>の単 数 ・中1生形 とみ るべ きで あ る。 つ
まり,〈HMのにかかっている。従 って,一 文は く主の御名は とこ しえに祝福 されてあれ。〉 と訳
すことがで きる。 いうまで もな く<6y耶〉は く6LITゆの教会スラブ語での3人 称 ・・単数 ・命令
法である。
⑦ 乙12〈… 〉は く一 〉 であ る。 コン マ と同価。
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⑧'.13〈1.〉は く世 〉 とあ る。 〈nePBOのの意 で あ ろ う。 す なわ ち くMaTpocH皿epBo蕗cTaTLH[1
等水兵[榎]]〉。
⑨1.14〈He風acTHLle>,1.15〈pycKHe>,1.16〈3axBaqeH冠ble>,1.17〈ropq揃田鵬 〉 は そ れ ぞ れ
〈Heu其acTHH兄〉,〈pycKi牙〉,<3axBaqeHHb!H>,<rop臓涌1舐YH>と読 む べ き 。 すなわち語 末の 〈一e>は原
本では く一"〉と書かれている。ただ し,後 者の く一の に終 わる証。、1尾は旧正字法上で も誤 りであ る。
〈一塊〉 と綴れば女性 ・複数形 であ るが,こ こでは教会スラブ証叩の 男性 ・複数 ・対格形を主格に準
用 した形 と見 るこ とがで きる。
⑩ 」.16〈1811>はく1811£〉 とあ る。 〈r>は く一ro>の意 。一 す なわち順序数 詞の生格珍 くTLlc刑a
BOCeMbCOTる0皿∬HHa朋aTarO>。
⑪ 」,16〈ropbKa>,1.1i〈cy恥6a>には くb>が書 かれ て いな い。 ゆ え に 〈rOPbKa>,〈cynも6a>と一_
すべ き。
⑫t.17〈朋 〉は く一朋 〉 と書 か れて い る。
以上 の訂正点 をふ くめて,か つ旧正字法に従 って,「書翰」 を翻字すれば以下のようになる。なお語
中の 〈b>は原本通 り抜けたまま とす るが,ピ リオ ド等 は[] 内に補い,大文字 ・小文字は現代風

















17cy凪6a恥1・ 】He6blBa㈹Tレ 皿胚c卯y望allr・P輔曲[ ,】He
183Halo-Mypる
日本語訳は上で指摘 した2ヶ 所 を訂正すれば よいであろ う。 一LL}で は くりかえす ことをしない。
ムールり手 になるこの 「書翰」は,い わば18世紀的であ って, 文字の書き:方や体裁は当時ごく普
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通のや り方であ った といってよかろう。全体 からみてムールの筆跡 は上手であ り,文 字の大小 や,字
体の変化 をつけ て美 し く書かれてい る。〈瓶〉 や くお〉,〈兄〉の筆記体は当時 ご く普通の ものであ り,
〈e>を2種に綴 ること,文 字 の大 小の配分 が,文 の頭 か否 か とはかかわ らぬ こと,ピ リオ ドや コン
マ等が語末の文字の終筆を延長させた り,棒線で示 したりすること等に,今 日からの規準とははずれ
て いるが,当 時は一般的であって,こ の文書 も例外ではない。 したがって,上 で引用 した村山氏の指
摘 中,〈1×2)はあ た らない。
指 摘 の(3){9)は首 肯 で き る 。1.4〈To∬Ko>,1.5〈06L∬cHHT朋〉,1.6<ropKo>[bis],1,7〈c狐6aM∬>1.
17〈cy艮6a>は,そ;れ そ れ 正 し く は くTonbKo><06LπcHmbcH>〈ropbKo><cy員b6aMH>〈cy員b6a>と綴
られ るべ きであ る。ただ し当時 しば しば俗に 〈b>を脱落 させて綴 ることがあ ったよ うであ る。なお
'.6〈BecbMa>は正 しく<b>を 入 れ て綴 って い る。(4)のくpyc廟〉 は これ もい わ ば俗 用 であ るが,わ
りあい一般的綴 りで もあ った。ただ し正 しい綴 りはやは り 〈c>が2つであ る。cf.タチシチ ェフ 『仏
魯 辞典 』注15:〈Russe>に対 し くPocc揃cK揃,PyccKiの等 参 照。
さて,「書翰」を旧正字法上の観点 も加えてみれば村山氏の指摘よりさらに,新たに次のことが語
学的に問題 と しうる。その第1は 綴 りが発 音 に引かれ る傾向を有 すること(a),第2に文語的すなわ
ち教会 スラブ語的要素 を有するこ と(b)であ る。前者aに ついては次の ように具体的 に指摘 しうる。
i)〈C9一 〉 を 〈理 一〉 と 綴 る:1.5〈 叫nTaK)Tb>,」.14〈HeI双acTHbl∬〉。cf.今 日 の 綴 り で は 各 々
〈c臓 一〉〈∬ec賑a一〉。
11)〈e>と くも〉 の 混 同 が 存 す る:',2〈oKpy》Ka田田 もe>,1.3〈Ha船)瓢a>,1.9〈yTe皿aeTb[sic]〉,1.
10〈rocHo耶 も〉。 正 し くは そ れ ぞ れ くoKpy累a沁磁ee>,<Ha几e}K八a>,〈yTも皿ae賜 〉,〈rocno八He>。な
お色 〉につ き,次 は 正 し く綴 ってい る:Z.2〈6加cTBeHHoe>}.6〈月加aTb>,.7〈ue船曲KoB⇒,
1.11〈BoBもKHBもKoBL>,'.12〈XJIも瓜HHKoB:b>。
iii)アク セ ン トの無 い くo>を 〈a>と表 記 す る=1.}3<CHMaHoBL>。iEしくは くC胚MoHoBL>。た
だ し くCHMaHOBL>とい う姓 もあ り注16。
1V)次例 も発 音 の近 似 に よる誤 りで あ ろ う。i.5〈06LHcHHTcの,1.9〈yTe田aeTb>。正 し くはそ れ
そ れ 〈06研cHHTbcH>,〈yTe皿aeT⇒。
上記i)に ついては留保が必要である。当時 の綴 りは発音的な 〈田〉 と語源的な 〈CH>とが混在 して
いた ようである。例えばタチーシチ ェフの 『仏魯辞典』では 〈bonheur>については く㎎aCT1e>とあ
り,一 ・方 くcompter>は くc隈HmTaTb,cqHc朋Tb>と あ る 。cf,『幽 囚 記 』 に も くm>の 綴 り多 し。ii)
の<e>と 侮〉 の発 音の近似 による綴 りの混同は,ロ シア人 に とって も日常茶飯 事だ ったこ とが よ
く知 られ ている。ただ し,な にご とにも細 かい 日本人か らみ ると不思議な ことだ った らしく,ゴ ロヴ
二一ソのr幽 囚記』中 にも次の ような記述が注 として もり込まれている(訳 書中巻p.197,原書pp.
161-162)。
日本の役人たちは署名をするとなると極めて慎重細心である。 日本の公文書は必ず日本人のい
はゆ る高 尚な言葉で書 くばか りでな く,そ れ も一定の法式 を守 って書 くことになってみる。 ロシ
ヤツチ イエ
ヤから日本 に送 ったある種の文書 には,文 法上の規A9を余 り厳守 しないで,例 えば ちがeに なつ
一　
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てるた り,前 置詞や接続詞が抜けてみた りした。これらの文書を翻訳する時,日 本側では その文
書 と,わ れわれが作ってやった文法書の言葉を比べて,す ぐに(嘘 を申 したのではないか)と 疑
ひを起 し,「どうしてこんな違 ひが出来たのです」 とたつねた。われわれは仕方がないので,「ロ
シヤの官庁ではこんな間違ひは重大視しないのです」と答へたが,日本側では 「それはあなたの
間違 ひではないのですか」 とたつねた。 しか しタチシチ ェフの辞典を引いてその言葉 を探 して,
日本側 に見 せてやった。 すると通詞の貞助が言 った。
「日本でもそれあの者共なら」と雑役夫を指 して,「手紙の中でそんな間違ひをするかも知れま
せん。 しか し書 き方の間違 つた手紙に署名するものは,日 本の役人には一人 もあ りません。 とい
ふ訳はこんな書類は百年後にも他人に見られ,その文体によって署名者の人柄を判断されるから
です」
この双方 の意見の うち どち らが正 しいか,又 日本人は未開 人 といふ名 にふさは しいか どうか
も,読 者の判断にまかせ よう。
以上のように詳細に見て くると,本 資料のムール 「書翰」は,テ キス トの レベルにおいて当時 の知的
なロシア人が書いたご くご く普通の書 きものであることが知れるであろう。 この標準的 という点 が筆
者には重要 な点 である と思われる(後 述)。
5ム ールとゴ ロヴ二一 ンの名について
村 山氏の指摘(5)(6)について も一一言 して おく必要がある。(6)は氏 の指摘する通 りである。1816年版





[海軍少尉 フィヨー ドル ・ムール(彼 は リコル ド書に次 ぐ古参士官 であ ったが,幽 囚中のため
に昇 進 しな か った注17。)]





3a6πy細e・i・ /)KecT・…p・ ・Ka・i・ノ・x・ ・a… 脚 ・,/・/CMcpTby・・・… ∬a・ ・山acT・a・./qyB一
cT・・Te…bl・ ・ep脚!/n・・T・T・πaM・Tbe・c∬・3・田 ./C・帥aM・T・ ・KbB・3八・・rlly篇/0Φ甑 ・paMI・
皿π田na昂aHb1・[ここに海 軍少 尉 フ ィ ヨー ドル ・フ ィヨー ドロヴ ィチ ・ム ール の遺 骸萎 む らる。




その罪 を償 い,死 は[遂 に]不 幸 なる[彼 を一一]霊を安 ん じた り。 多感の士 よ!彼 の霊に一掬
の涙を もって敬ま う心 をあ らわせ。スループ艦 ヂアナ号士官一同 これを建つ。]
*上記 引 用 中 〈He田aCTHaro>の綴 りに注 意 せ よ。 ここで も 〈C4>はく叫〉 とあ る。cf,上述i)。
墓碑 に 〈satiny)瓢eHi兄[誤った行 ない。複数]〉の文字 は酷の ような感 じをうけ るが,少 な くとも責
任者 たるゴロヴニーソの一貫 した評価であ った注19。だがその こ とがわが国のロ シア語学 習 と研究に
は幸い した。村上貞助 ・馬場佐十郎 らが親身に彼からロシア語を教授されるとい う恩恵をこうむった
こ とを忘 れてはな らない注20。なお村 山氏はムールが 日本側記録ではモ ウルであ り,そ の父は ロシア
へ帰化 した ドイツ人であ り,ペ ソザ生 まれ と紹介する。 さ らに全 くの憶測 としな が らも,ム ールの名
は ドイツ人 と しては珍 し く,Mooreとい う英 国人(ア イル ラン ド系か。村山注)の 名が ロシア語で
ムール となる ところを見る と,ム ール の祖先は英国か ら ドイツに渡 り,次 いでロシアに帰化 したの か
も知 れない とす る。 これについて筆者 は評言 を持 たないが,た だ1818年目ソ ドソ刊の 『幽囚記』英
訳 本 中 で は,ム ー ルー を 〈Moor>と綴 る こ とだ け を書 き添 え てお く注20。
ゴ ロ ー イ ン
(5>の村山氏の指摘は興味深い。氏は日本側記録が 〈兀老寿〉であること,『文法規範』の序でも同
様 であ るこ とにまず注 目し,ペ トロワ女史の教示,す なわ ちゴロー ヴ ィソは ゴロワ 「頭,知 恵」か
ら,ゴ ロヴニンはゴロヴニ ャ 「燃えさ し,余 儘」か ら派生 した姓であることを うべ がう。 別 々の姓で
ある とする。だが 日本人が書いた資料 だけな らばいさ知 らず,誤 って書 いた とも考 えられ るが,本 資
料に よって も「ゴローヴ ィン」と書かれている事実は重大だ とする。氏の推測に よれば,彼 自身は 「燃
えさ し」 を意味 するゴロヴニ ャか らつ くられた 「ゴロヴニソ」 とい う姓 よりも,「頭,知 恵」 を意味
す るゴロワか らつ くられた 「ゴローヴ ィソ」 とい う姓の方を愛 していた。 きわめて公式的書類以外で
は 「ゴロー ヴィソ」 と呼び,署 名す る場合 もあ った,と'するのである。 この説 は傾聴 に値す るであろ
う。 ただ し,そ の ような ゴロヴニー ソ 自身の 習慣 と周 囲 もすっか りこれを認め ていた という素地 か
ら,さ らに敵の幽囚下 にある責任者たる艦長の高級将校 として,作 為的 にこれを利用 し,日 本側への
変名 ・偽名 として用い通 したのではな いか とも考 え られる注21。ムール 自身 も動 顛 した心境下 に書 か
れた資料 中で も,こ の名 を用いてい ることか ら,彼 らにあ っては この名の方が きわめて 日常的ではあ
ったのだろう。なお,村 山氏は 〈ゴロヴニソ〉お よび 〈ゴロー ヴィソ〉 と片カナで表記す るが,ロ シ
ア語ではro∬OBH舳,ro∬0謡Hと両者 ともに語の後 ろにア クセン トがあ り,〈ガラヴニー ソ〉〈ガラヴ
イー ソ〉 の方 が近 い。(cf.romB鮪,romBa)。
6お わ りに
ムール 「書翰」はどのような経路をへて飛騨屋武川氏の手に落ちたかは想像のほかない。村山氏が
推定する通 り本資料が1811年の7月 か8月 に書かれた もの とすれば一 筆者 もこの説に賛成する
一 ,捕 え られて1,2ヶ月後 である。村上 貞助 はその3ヶ.月程のち か ら,ゴ ロヴニーソ とムール に
ついてロシア語を学びだす。村山貞助 と上原態次郎はのちに松前奉行所のいわば通訳官としてシベ リ
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ア政庁に対 し外交書簡を認めたり和解 したりすることになる。ムール 「書翰」はロシア人の書いた実
物 の文 書 と して,松 前奉行所においてさ らに村上 らにおいて,お おいに研究 されたの ではな かろ う
か 。 実地教育には格好の資料ではなかったか。
飛騨屋4代 に亘る蝦夷での事業の閉鎖後も,益郷の学問好きがあってか,武 川尿には 」のロシ
アに関するニ ュースがもた らされ,あ わせて資料 も蓄積された。現地松前藩の官民に,さ らに幕府中
央や洋学者 ら学者仲間 とのパイプを飛騨屋は有 し続けたのであろうが,飛騨屋は松前藩や幕府に先駆
けてロシアと接触をしいら:れる歴史的運命を思う時,ま た担わざるをえなかったロシア研究資料の蒐
集という先覚者のやり場のない熱意が,筆者には複雑に映 じてしかたがない。それら資料は今日でも
多 くの人 々に研究 され ることをまっているのである。
[謝辞]岐 阜県歴史資料館,刈 谷市立中央図書館,市立函館図書館,ライデン大学図書館におい









揚経営に変質 してゆ き,さ まざまな問題を生 じることとな る。
3 B露関係史は主に次を参考とした:田 保橋 潔 『増訂 近代日本外国関係史』(昭和18年,刀江書院)の第
1章よ り第8章 。
4 特に田保橋上掲書第4章 を参照 した。さらに次の書をみよ:水口志計夫 ・沼田次郎編訳rベ ニョフスキー航
海記』(東洋文庫160,昭和45年,平凡社)。
5 近藤重蔵 「辺要分界図考』巻之三によれば,樺太南端の日本海側本斗とよばれる地方の トソナイヲロとヲホ
トマ リの後者寄 りの地名。〈夷柱〉 とある。(『近藤正斎全集 第一一』 国書刊行会,明 治38年による)。
6 注1中 の 「武川久兵衛文畜目録」 を見よ。なお武川家文書は昭和35年(1960)一ド呂町の文化財に指定 され,
ついで昭和39年(1964)には北海道総務部文書課道史編集室によりr肢阜県益田郡下呂町指定文化財,飛騨屋
武川家所蔵古文書目録」が早くも作成されている。
7 『魯西亜国字学』pp.iii-iv参照。これ もやは り大黒屋光太夫将来本の1つ であ ったか ら,こ の図を含む もの





含まれないが,天理図書館所蔵の 『魯西亜噺本』には同図が存する。参照:左近毅 ・河合忠信 く楽亭(松平定信)
文庫旧薩 『魯西亜噺本』一解題と翻刻〉「ビブ リア」Nol5,平成8年5,月。
皿 一 一「.「 一.L冒
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飛騨武川家耕 のロシア関照 ト とり1♪けムール自筆 「書翰」にりいて一
9 いわゆる北方図については次を参照せよ=船越昭生 『鎖国日本にきた 「康煕図」の地理学的研究』1986年,
法政大学出版局。「北海」は図7と して掲載されているが,筆 者もライデン滞在時に何度 となく閲覧 した。
10 ゴロヴ二一ソは周知の ご と くロシアに帰 国後,自 己の 体験 に もとづ いて 『H本幽囚記』 を書い た=3aロHCKH
Φ∬oTaKan跳TaHaroπoBHHHa…,Cn6.,1816.今日 の 訳 本 は:ゴ ロ ヴ ニ ン 著,井 上 満 訳 『日 本 幽 囚 記 』 」二・中 ・
下,岩 波文庫,昭 和18年。
11 村山七郎 く北海道に関係ある三つのロシア語古記録〉(「新 しい道史」第5巻6号,昭 和42年[1967]12月)
の二 く飛騨屋文書におけるロシア語記録〉。この論文は次に再録された:村山七郎編著 くロモノーソフ以前の二
つのロシア文法〉九州大学文学部言語学研究室,1971年。
12 和製のオラγダ語と一見考えられるが,そ うではないらしい。ただし 『和蘭字彙』には見あたらない。
13 岩井憲幸 〈伊勢若松緑芳寺蔵 大黒屋光太夫遺物 「箴言」について〉「窓」97号,1996年6月,ナウカ。
14 注11を見 よ。
15 Ho∬Ho面ΦpaHUy3cKohKPocci藺cxohJleKcHKo肌,cb皿ocη加H月roH3月aHi∬πeKcHKoHaΦpaHUy3cKohAKaAeMi皿






Weitbrecht.]この辞書2巻 はゴロヴニー ソが愛用 してH本 にも携行 していたが,の ち幕府は足立左 内を して こ
れを買い取 らせる。この ゴロヴ二一ン手沢本は江戸の天文台の蔵書 となったが,幕末 ・維新時に分散 し,今 日
上巻(A-K)は一一橋大学古典資料センターに,下巻は静岡県立中央図書館葵文庫にそれぞれ伝存する。
16 ゴロヴ二 一ソが 『幽囚記』(1816年)ののち出版 した 『ク ロン シュタ ッ トか らカムチ ャツカへのヂ アナ 号航
海記1807-1809年』(1819年)中にはやは り乗員名 簿が掲 載されていて,多 くは 『幽囚記』で 目にする人物 と
同 じで あ る。 こ こ で問 題 とす る 〈CHMoHo肪〉 は,〈MaTpo3bl[水兵]〉 の第1番 目の箇 処 に く八MHTp通
CHMoHoBL>とある。 しか るに1819年の:本中には 〈MaTpo3L1.臆cTaT甜[1等水兵]〉の全22人中第20の箇処に




20 次の拙論を見よ:〈日本におけるロシア語学習 ・硬究の最初期について…一 記述の試み 一一〉「明治大学教養
論集」通巻304号,1998年1月。
21 故意に ゴロヴニー ソ自身 が くゴ ロヴ ィン〉 と言 っていたの ではな いか とい う意見を,か つて佐藤純一・先生 も
口頭で筆者 に語 った ことがあ った。
(いわい ・の りゆ き 文学部 教授)
